
おみせの集客・販促は
アプリで解決！
知っておくべきO2Oアプリの
効果と市場データ
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はじめに

O2O(Online to Offline)とは、商品やサービスを購入する
場所・店舗を決める際に、インターネットサービスを利用し
て情報収集や購買決定を行う消費者の行動を指します。

インターネットが普及拡大した2000年代以降、自社の店
舗へ集客することを目的として、ウェブサイトを運営する小
売業やサービス業は急速に増えました。今では一定規模以
上の企業はウェブサイトを運営しています。

日本マクドナルドは、3000万人以上の会員に対して、毎週
「クーポン」を提供し、来店誘導を実現しています。
自社で運営する媒体を用いたO2Oサービスでは国内最大
級規模です。

このように、インターネットの普及に伴いO2Oは成長を続
けてきました。とりわけ近年はO2Oへの注目が高まってい
ますが、その最大に理由はスマートフォンの普及にありま
す。

普及に伴い、外出先でのインターネット利用は急速に増加
し、位置情報サービスが容易に利用できるといった特性を
活かし、O2Oを促進するための店舗向けソリューションも
急速に普及しています。

2011年度のO2O市場は約22兆円と推計されており、今
後は「スマートフォンの普及」や「ソーシャルメディアの普
及」「無線LANを活用した施設内情報配信の拡大」といっ
たように、消費者がO2O消費を増やすための環境が次々
と充実されていうことから、市場は年率10%以上の成長
を続け、2017年度には50兆円規模に達すると予測され
ています。

ここでは、O2Oアプリに期待する効果とその市場背景を見
て頂きます。
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O2O（オンライン×オフライン）とは？

自社ポータルサイト

ソーシャルメディア

オンライン広告

口コミサイト

メールマガジン

クーポン

ブログ

Webアクセス

会員登録

Web問い合わせ

Web予約

Web決済

資料ダウンロード

ブックマーク登録

マス媒体

イベント

店頭

訪問

懇談会

通勤経路

来店

会員登録

問い合わせ

予約

決済

名刺交換

O2O
to

オンライン

オフライン

to
オンライン

オフライン

toオンライン オンライン

toオフライン オフライン

接触チャネル コンバージョン

オン
ライン

オフ
ライン

O2O 
オンライン(ネット上)の行動で

オフラインの購買に影響を与え、

利益拡大を狙う施策のこと。

オーツーオー
とは、
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O2O（オンライン×オフライン）の一例

閲覧した顧客がクーポンを使うために来店をする

オンライン（インターネット） オフライン（実店舗）

店舗への来店を促すスマートフォンで情報を検索 クーポン情報を表示

¥500
OFF
COUPON

看板を見てそのまま、お店に来店する。

オフライン（実店舗）

O2O 

オーツーオー

昔ながらの
方法で来店
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急成長を続けるO2O市場

なぜなら
O2O市場での販促は
費用対効果が高いから

5年で1.7倍と急成長!

2017年に

50.9兆円
(予測)
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世間はスマホの時代

※ 弊社、独自調査によるデータ

90%
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47%

65%

74%

81%

携帯市場スマートフォン普及率

あらゆる場面で
スマホはより重要に

2017年に
ガラケー
生産中止
の予定
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逆転するユーザー数

出典：ニールセン株式会社　http://www.netratings.co.jp/news_release/2015/05/Newsrelease20150526.html

Source
スマートフォン：Nielsen Mobile Netview プラウザとアプリからの利用　PC：Nielsen Netview　家庭および職場からの利用
※Nielsen Netviewは２歳以上の男女、Nielsen Mobile Netviewは１８歳以上の男女

インターネット利用者数　25ヶ月推移

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

5,728万人
2013年4月 5,206万人

2014年4月 5,100万人
2015年4月

2,883万人
2013年4月

4,055万人
2014年4月

2013月 2014月 2015月

6,000万人

5,000万人

4,000万人

3,000万人

2,000万人

1,000万人

0万人

スマホユーザーは、PCユーザーとほぼ同じ

5,000万人に迫る!

スマホユーザー
2015年4月時点で
4,832万人増加

19%

増加
41%

PC
スマートフォン



インターネット利用時間
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出典：ニールセン株式会社　http://www.netratings.co.jp/news_release/2015/05/Newsrelease20150526.html

2015年4月1日あたりのインターネット利用時間

PC スマートフォン

Source
スマートフォン：Nielsen Mobile Netview プラウザとアプリからの利用
PC：Nielsen Netview　家庭および職場からの利用
※Nielsen Netviewは２歳以上の男女、Nielsen Mobile Netviewは１８歳以上の男女

54分

1時間
48分

利用時間では、
スマホ（1時間48分）が
PC（54分）の

2倍以上!

2014年4月比

8分増

2014年4月比

3分増
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高年齢層へも普及が進む

出典：ニールセン株式会社　http://www.netratings.co.jp/news_release/2015/05/Newsrelease20150526.html

2015年4月性年代別 スマートフォンからの１日あたりのインターネット利用時間

Source
スマートフォン：Nielsen Mobile Netview プラウザとアプリからの利用
※Nielsen Netviewは２歳以上の男女、Nielsen Mobile Netviewは１８歳以上の男女

男性

最近では

高年齢層へも普及し、
老若男女が

スマホ時代へ
2時間24分

1時間52分

1時間45分

1時間23分

1時間2分

29歳以下

30代

40代

50代

60歳以上

1時間44分

1時間23分

1時間15分

48分

1時間24分

29歳以下

30代

40代

50代

60歳以上

女性



2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代

2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30代

2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40代

2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代

2012年

2013年

2014年

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60代

36.7%
55.4%
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63.3%

25.9%
17.3%

68.6%
22.9%
28.6%

28.8%
75.2%

9.0%
58.8%

54.7%
20.3%

72.9%
40.3%

24.4%

68.4%
44.4%

10.7%
87.9%

20.2%
15.2%

94.1%
14.5%

20.8%

13.7%
85.1%

5.0%
32.4%

69.1%
14.8%

48.6%
55.7%

16.5%

49.0%
64.5%

11.1%
78.7%

35.0%
19.6%

82.2%
29.2%
30.6%

4.7%
81.7%

3.3%
8.7%

81.7%
6.3%

18.3%
74.3%

10.7%
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老若男女 スマホの時代

出典：平成26年情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書 概要

20～40代は8割、 50代も5割、 50～60代は前年比で1割増
スマートフォン フィーチャーフォン タブレット



スマホ時代にかかせない存在のアプリ



滞在時間ではWEBを抜く
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APPとWEBの滞在時間比率

35時間

30時間

25時間

20時間

15時間

10時間

5時間

0時間
WEB アプリ

31
時間

13
時間

アプリの滞在時間は、
WEBサイトの

アプリでの集客は

必須!

2.4倍!



再来店でのアプリ
利用インパクトは大
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お店を使う人はアプリを使う

スマートフォン視聴率情報

グルメ

飲食店 55%28%17%

6%

14%79%

「食べログ」　「ぐるなび」　「ホットペッパー」

グルメサービス 飲食店を調べるサービス

「マクドナルド」　「すかいらーく」　「ケンタッキーフライドチキン」

飲食店サービス 飲食店が提供するサービス

ブラウザのみ アプリとブラウザ アプリ

WEB
Google,Yahoo

お店を探す人の8割

APP
オリジナルアプリ

お店を使う人の8割
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導入実績

GMOおみせアプリは、美容系サロンや飲食店で多くご利用いただいています。

その他、習い事スクールの情報発信や宿泊施設、スーパーマーケットなど幅広い業種でご活用いただける機能が満載です。

3%

5%

25%
41%

21%
5%

こんなところで使われています

美容室・エステサロン・ネイルサロン

飲食店

雑貨・衣料品ショップ

スポーツスクール・フィットネス

自動車整備

その他

美容・飲食業を中心に、

様々な業種への導入が進んでいます！
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女性や若い世代に強いアプリ

10代

20代

30代

40代

50代

60代

未選択

女性

男性

未選択

女性が90%、 20～40代で80%超

90% 59%
17%

アプリユーザーの属性情報や行動ログデータからのマーケティング

8%

5%
1%
9%

2%
9%
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アプリ導入の目的

顧客単価
UP!

リピート周期
UP!

リピート率
UP!

口コミ紹介
UP!

維持コスト
DOWN!

ブランディング
UP!

経営課題をO2Oアプリで解決する！

副次効果
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顧客価値の最大化

部分最適（何か1つだけ）ではなく、

全体最適（顧客単価×リピート周期×リピート率×口コミ紹介）にて顧客価値を最大化。

一人当たり

年間利用
金額増

顧客単価

UP!

リピート周期

UP!

リピート率 口コミ紹介

一店当たり

年間来店
人数増 UP! UP!
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お店にハマる消費者行動

O2Oによって近年の消費者行動は変化を遂げ、1つのお店にハマるようになってきています。

例えば、家電量販店や航空会社などはポイントシステムを有効活用し、

使う楽しみと貯める楽しみで気づくと1つの店舗にハマっているケースが多いです。

このように、ポイントやゲームなどの楽しみを利用した仕掛けなどにより、1つの店舗にはまっていくといった

新しい消費者モデル「ARASL」を実現するツールとしてもアプリは大きな役割を担っているのです。

注目
（Attention)

興味
（Interest）

欲求
（Desire）

記憶
(Memory）

行動
（Action）

認知
（Attention）

興味
（Reach）

購買・利用
（Action）

共有
（Share）

再利用
（Loyal）

従来からある消費者モデル「AIDMA」

O2Oによる新しい消費者モデル「ARASL」
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おわりに

近年スマートフォンの所有率は増加の一途をたどっており、
間もなくPC の所有率を超える予想と言われています。
また、スマートフォンの利用傾向も変化を続けており、ブラ
ウザ経由ではなくアプリ経由でのインターネット接続など、
アプリに対する認知度や利用頻度が増えてきています。

身近で便利、毎日の情報収集に欠かせないツールなってき
ているスマートフォンに向けて、お店からの情報発信はこれ
から必須となってきます。

店舗アプリを導入する事によって、これまで Web サイト上
で行ってきたのに比べて高い情報発信力、集客力を発揮す
ることが可能になります。是非この機会に、店舗オリジナ
ルの O2Oアプリをご検討下さい。

25


